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日本スポーツ協会公認アスレティックトレーナー専門科目検定試験について 

 

拝啓 盛夏の候、卒業生の皆様におかれましては益々ご活躍のこととお慶び申し上げます。 

2021 年度 日本スポーツ協会公認アスレティックトレーナー客観式試験についての案内を送付致しま

す。受験希望の場合は、下記要領にて手続きをして下さい。 

尚、ご不明点などございましたら、下記担当者までお問い合わせ下さい。      

敬具 

記 

 【客観式試験について】 

日 時：2021 年 11 月 6 日（土） 

会 場：未定（大阪近郊）  

     その他、札幌・仙台・東京・名古屋・福岡会場があります。 

持ち物：受験票，鉛筆（HB），消しゴム 

【受験手続きについて】 

期日までに下記の受験料を振込み、必要書類をご提出ください。 

 

【提出物】 

 1. 願書（ボールペンで必要事項記入） 

 2. 日本赤十字社救急法救急員修了書のコピー（願書裏面に貼付） 

 3. 証明写真 2 枚（縦 4cm×横 3cm、1 枚は願書に貼付） 

 4. 日本スポーツ協会 共通科目Ⅰ・Ⅱ・Ⅲおよび AT 専門科目修了証明書のコピー 

   注：A4 サイズ用紙 1 枚に集約してコピーすること 

※一部の卒業生に関しては原本を学校保管していますので、下記担当までお問い合わせください。 

 5. 受 験 料：16,500 円 （※下記口座に必ず期日までにお振込み下さい） 

※金融機関の振込控が領収書となります。お振込後は返金いたしかねますのでご了承ください。 

  6. 受験料振込先：りそな銀行 大阪営業部 （普通）0739493 

           口座名義：大阪ハイテクノロジー専門学校 

        ※振込人名は、学生ご本人様氏名でお願い致します。 

          ※りそな銀行の ATM から振り込まれる場合は、「管理番号」の入力が必要となりますので、 

事前に本校までご連絡の上、ご確認下さい。 

     納 入 期 日： 2021 年 9 月 17 日（金）＊期日厳守＊ 

※客観式試験に合格し「実技・論述試験｣を申し込む場合は、後日別途 33,000 円（昨年度実績）必要となります。 

  

【提出先】  〒532-0003 大阪府大阪市淀川区宮原 1-2-43 

大阪ハイテクノロジー専門学校 ＡＴ受験担当宛 

【必要書類提出期日】2021 年 9 月 17 日（金）＊必着＊ 

   以上 

【お問い合わせ先】 

電話番号：06-6393-4472 

メールアドレス：k-inoue@osaka-hightech.ac.jp 

担  当 ：  井 上・山 根  

＊受験希望者は学校へ 8 月中に井上まで連絡をお願いします。 



 

令和 3年度日本スポーツ協会公認アスレティックトレーナー専門科目 

講習・試験免除適応コース検定試験 実施要項 

 

この実施要項は、公益財団法人日本スポーツ協会（以下「当協会」という。）公認スポーツ指

導者制度に基づく公認アスレティックトレーナーに必要とされる知識や能力を判定するための

講習・試験免除適応コースにおける専門科目検定試験について定めるものである。 

 

１．検定試験 

（１）理論試験 

（２）実技試験 

※ 検定試験実施に関する詳細については別紙「公認アスレティックトレーナー専門科目検定

試験実施内容」に定める。 

 

２．受験資格 

 以下に定めるいずれかの条件に当てはまる者でかつ各試験の条件を満たした者は受験資格を

得ることができる 

 ・当協会から講習・試験免除適応コースアスレティックトレーナーコースとして承認を受けて

いる学部、学科等(コース、課程等を含む)に正規の学生として籍を置く者。 

・当協会から講習・試験免除適応コースアスレティックトレーナーコースとして承認を受けて

いる学部、学科等(コース、課程等を含む)を正規の学生として卒業した者。 

・当協会から講習・試験免除適応コースアスレティックトレーナーコースとして承認されてい

る学部・学科・コースを有する大学院・大学・短期大学・専門学校に、正規の学生として籍

を置く者。 

（１） 理論試験 

＜共通科目を旧カリキュラムで修了する場合＞ 

公認アスレティックトレーナーとして必要な技術及び知識を習得し（2022年 3月末までに

履修し卒業見込みの者を含む）、共通科目Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ修了証明書及びアスレティックトレーナ

ー専門科目講習修了証明書を取得（取得見込みの者を含む）するとともに、日本赤十字社の赤

十字救急法救急員の有効期限内の認定証を有する者（赤十字救急法基礎講習修了者認定証では

ないので注意すること）。 

＜共通科目を新カリキュラムで修了する場合＞ 

公認アスレティックトレーナーとして必要な技術及び知識を習得し（2022年 3月末までに

履修し卒業見込みの者を含む）、共通科目Ⅲ及びアスレティックトレーナー専門科目講習の受

講完了申請（受講完了見込みの者を含む）をするとともに、日本赤十字社の赤十字救急法救急

員の有効期限内の認定証を有する者（赤十字救急法基礎講習修了者認定証ではないので注意す

ること）。 

 

 

 

 



 

（２）実技試験 

理論試験に合格し「公認アスレティックトレーナー理論試験（又は客観式試験）合格証」の

交付を受け、受験申し込み時に当協会が指定する現場実習（180時間）を修了している者（新

規受験者及び有効期限切れ等による再受験者）。 

 

３．検定日 

（１）理論試験：2021年 11月 6日（土） 

（２）実技試験 

①前期試験（過年度・新規）：令和 3年 9月～10月 

②後期試験（新規）    ：令和 4年 2月～3月 

 

４．受験の手続 

（１）理論試験の受験希望者は、理論試験受験願書を在籍する又は卒業した学校を通じて当協会

に提出しなければならない。なお、受験願書及び理論試験受験票には本人単身写真（縦 4cm×

横 3cm：出願前 6 カ月以内に脱帽して正面から撮影したもの）と日本赤十字社の赤十字救

急法救急員の認定証（写し／理論試験当日まで有効であるもの）を貼り、当協会所定の卒業

（修了）見込み証明書を添付すること。 

＜共通科目を旧カリキュラムで修了する場合＞ 

既卒者は当協会所定の卒業証明書と共通科目Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ修了証明書及びアスレティックトレ

ーナー専門科目講習修了証明書（写し）についても併せて添付すること。 

※共通科目を新カリキュラムで修了する場合、修了証明書（写し）の提出は不要です。 

 

（２）実技試験の受験希望者は、実技試験受験願書を在籍するまたは卒業した学校を通じて当

協会に提出しなければならない。なお、受験願書及び実技試験受験票には本人単身写真（縦

4cm×横 3cm：出願前 6 カ月以内に脱帽して正面から撮影したもの。）を貼ること。新規受

験者及び受験有効期限切れ等による再受験者は、「理論試験合格証」又は「客観式試験合格

証」の写しと現場実習を修了したことを証明する現場実習報告書（個人用）を添付するこ

と。 

（３）検定料 

①理論試験受験料： 16,500（税込） 

②実技試験受験料： 33,000（税込） 

 

５．修了判定 

検定試験の修了判定は、理論試験及び実技試験の判定結果をもとに当協会指導者育成委員会に

て審査の上、合否を判定する。 

（１）理論試験合格者には「公認アスレティックトレーナー理論試験合格証（有効期限なし）」

を発行する。 

（２）実技試験合格者には「公認アスレティックトレーナー専門科目検定試験合格証」を発行し、

「公認アスレティックトレーナー検定試験修了通知」を送付する。 

 



 

６．受験有効期限 

（１）理論試験の受験有効期限は設定しない。 

（２）実技試験の受験有効期限は受験申込年度から 4カ年度とし、受験機会は 2回までとする。 

（３）前項の 2回目の試験に合格していない者で再度現場実習（180時間）を終えた者は、実技

試験の受験資格を得ることができる。但し、受験有効期限内に 3 回以上受験することは

できない。 

 

７．留意事項 

（１）当協会は検定試験に関し不正の行為があった場合は、その不正行為に関係のある者につ

いて、その受験を停止させ、全ての試験を無効とする。 

（２）当協会は前項による処分を受けた者について、期間を定めて受験資格を取り消すことがで

きる。 

（３）検定試験は学校を卒業する年度より前に受験することはできないものとし、万が一「２．

受験資格」を満たさない者が受験した場合、全ての試験結果は無効とする。 



 

日本スポーツ協会公認アスレティックトレーナー専門科目検定試験実施内容 

 

【理論試験】 

理論試験はアスレティックトレーナーとしての基礎知識の有無及び適性を評価することを目

的に実施する。 

１．出題・解答形式 

五肢からの選択式（マークシート式） 

 

２．出題内容 

＜基礎＞ 

①スポーツ科学、②運動器の解剖と機能、③スポーツ外傷・障害の基礎知識、④健康管理と

スポーツ医学、⑤スポーツと栄養、⑥アスレティックトレーナーとしての常識問題 

＜応用＞ 

①アスレティックトレーナーの役割、②検査・測定と評価、③予防とコンディショニング、

④アスレティックリハビリテーション、⑤救急処置、⑥アスレティックトレーナーとしての

常識問題 

 

３．出題数：220問 

・基礎：110問（必修問題 10問、一般問題 100問） 

  ・応用：110問（必修問題 10問、一般問題 100問）  

 

４．試験時間：5時間（基礎：2時間 30分、応用：2時間 30分） 

 

５．合格の考え方 

必修問題 8割以上、一般問題概ね 7割以上の正解をもって合格とする。 

 

【実技試験】 

実技試験は、アスレティックトレーナーの業務に必要な知識、適性、マネジメント能力及び技

術を総合的に評価する。 

１．検定員 

（１）検定員は受験者の技能、技術を総合的に検定する。 

（２）検定員は公認スポーツドクター1名、公認アスレティックトレーナー2名の計 3名で構成

する。 

 

２．出題内容 

テキスト記載の疾患及び競技種目の組合せを中心に出題する。 

 

３．出題項目 

下記出題内容６項目を 3カテゴリーに集約して出題する。 

（１）スポーツ外傷・障害等に対する救急処置（評価を含む） 

別紙 



 

（２）検査・測定・評価方法 

（３）対象部位のテーピング 

（４）アスレティックリハビリテーションの初期メニューの立案、説明、デモンストレーション、

実技指導 

（５）アスレティックリハビリテーションの後期（現場復帰）メニューの立案、説明、デモンス

トレーション、実技指導 

（６）現場での予防方法の立案、説明、デモンストレーション、実技指導 

 

４．試験時間：約 30分 

 

５．評価基準 

「アスレティックトレーナーが備えるべき知識、理論及び基本的な実技を基盤として、現場で安

全に業務を遂行しうる基本的な実技及び指導を実践できるか」を評価する。実技試験全体に共通

する評価のポイントは下記の 2つとする。 

（１）競技者とのコミュニケーションを前提としたアスレティックトレーナーに必要な技術を有

しているか。 

（２）アスレティックトレーナーが備えるべき知識・理論を基盤として実施される基本的実技及

び指導が安全を確保できる許容範囲であるか。 

 

６．評価方法 

検定員 3名（公認スポーツドクター1名、公認アスレティックトレーナー2名）の採点結果を

もとに評価する。 

 

７．総合判定 

実技試験の検定員 3名による個別評価に基づき、最終的な合否判定を判定会議にて行う。 

 

 



様式①

（フリガナ）

氏名

生年月日

免除適応コース
承認校名

令和　　　年　　　月　　　日

　　免除適応コース承認校名

　　及び長の氏名（印） 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印
記　入　要　領
１．黒ボールペンを用い、楷書ではっきりご記入ください。消せるインクのボールペンは使用しないでください。

４．実技試験合格証を持っている方は、必ず実技試験合格証の写しを添付してください。
５．受験願書に貼り付ける写真は以下の条件とし、その裏面には撮影年月日および氏名を記入してください。
貼付写真：縦４ｃｍ×横３ｃｍ：出願前６ヶ月以内に脱帽して正面から撮影したもの
本願書に貼付したものと同じ写真を理論試験の受験票に貼付するため、必ずもう１枚用意しておいてください
実技試験受験の際にも別に2枚使用します

注　意　事　項
◎受験料は卒業校（在籍校）の案内に沿ってお支払いください。

令和3年度日本スポーツ協会公認アスレティックトレーナー理論試験受験願書
（免除適応コース個人提出用）

学籍番号

（　男　・　女　）   
※卒業生は在学時の番号

　（西暦）          　　  年   　      月    　　   日生まれ

受験希望会場

希望順に番号を
記入してください。

　　第1希望（　　　　）、第2希望（　　　　）

　　１．札幌　　２．仙台　　３．東京　　４．名古屋　　５．大阪　　６．福岡

※申し込み状況により、第1希望の会場で受験できない場合があります。第2希望会場まで必ず記入してください。

上半身正面脱帽

同上
卒業年月

（西暦）  　　       　　  　年        　　　 　　月
１．卒業（修業）

２．卒業（修業）見込

※既卒生は、共通科目ⅠⅡⅢ修了証明書及びAT専門科目講習修了証明書の写しを添付してください。証明証の
添付がない場合は受験することができません。紛失した場合は早急に再発行の手続きをしてください。

※在学生は、共通科目ⅠⅡⅢ修了証明書及びAT専門科目講習修了証明書発行の申請を卒業時に必ず行ってくだ
さい。この申請をしない場合、試験の結果は全て無効となります。

実技試験合格証
の有無

有（　　　　）　・　無（　　　　）

※実技試験合格証をお持ちの方は、合格証の写しを添付してください。

各種書類
原本証明

本受験願書に添付した各種書類（救急法救急員認定証、適応コース修了証明書・実技試験合格証（該
当者のみ）の写しは原本と相違ないことを証明します。

ＡＴ専任教員名【専任：主】（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　㊞

　　この写真は、受験者本人に相違ないことを証明する。

写真貼付

縦4cm×横3ｃｍ

２．申し込み状況により、第1希望会場で受験できない場合があります。必ず第2希望まで記入してください。
３．氏名は、戸籍に記載されている文字を記入してください。但し、文字によっては受験票に正しく印字されないこと
がありますので、通称名の使用を希望する方は氏名欄に括弧書きで通称名を併記してください。

６．各種書類の写しは必ず本願書に続けて添付してください。既卒生の共通科目ⅠⅡⅢ及びＡＴ専門科目修了証明
書はＡ４サイズ用紙１枚に集約して写しをとり、添付してください。

◎本検定試験受験に際し取得した個人情報は、本検定試験の管理及び諸連絡以外には使用いたしません。
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